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2026年 3月 19日 

各  位 

会 社 名 株式会社フリークアウト・ホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長 Global CEO 本田 謙 

（コード番号：6094 東証グロース） 

問 合 せ 先  取締役 CFO 永井 秀輔 

(TEL 03-6721-1740) 

 

投資有価証券の売却及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年 3月 17日開催の取締役会において、当社が保有する投資先である株式会

社タレンティオ（以下「タレンティオ」）の全株式を、jinjer株式会社（以下「jinjer」）に

売却する基本方針を承認し、最終的な譲渡契約の締結およびその内容の決定を取締役 CFO 

永井 秀輔に一任することを決議いたしました。本日、当該一任に基づき、株式譲渡契約の

締結を最終決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、本取引に伴い、2026 年 9 月期第 2 四半期において連結業績上の投資事業収益（売

上高）を計上し、併せて 2026年 9月期の通期連結業績予想を修正いたしますので、下記の

とおりお知らせいたします。 

 

1. 本取引の理由と背景 

 当社グループは、持続的な企業価値の向上を目指し、今後の成長ステージにおいて売上

高や利益の成長のみならず「資本の使い道」を重視する経営を推進しております。具体的

には、投下資本利益率（ROIC）を重要な経営指標として位置付け、資本効率の改善を図る

べく、保有する投資有価証券の定期的な見直しとポートフォリオの最適化を進めておりま

す。 

タレンティオにつきましては、当社グループとの直接的な事業シナジーおよび今後の成

長フェーズを慎重に検討した結果、HRテック領域で強固な事業基盤を有する jinjerの傘

下に入ることが、同社のさらなる発展と、当社グループの資本効率最大化の両面において

最善であると判断いたしました。本取引を通じてバランスシートの軽量化を図り、より効

率を高めてまいります。 
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なお、当社は 2025年 9月期第 4四半期に公表した株主還元方針において、投資有価証

券の売却によって得られる利益の 3割超を株主還元に充てる方針を掲げております。今回

の売却に伴う利益については、金額規模を鑑み、一旦社内にプールした上で、今後発生す

る他の利益と合算して、具体的な還元時期および手法を検討してまいります。また、還元

に充当する分を除く残額については、グループオフィス統合によるグループの一体感醸成

とコスト削減（年間約 1.2億円）を目的とする本社オフィス移転（本年 5月に実施予定）

の初期費用等に充当する予定です。 

 

2. 当該会社の概要 

（1） 名 称 株式会社タレンティオ 

（2） 所 在 地 東京都港区六本木六丁目 3番 1号 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役 佐野 一機 

（4） 事 業 内 容 採用管理システム「タレンティオ」の企画・開発・運営 

（5） 資 本 金 44,645千円 （2025年 12月 31日時点） 

（6） 設 立 年 月 日 2013年 8月 

（7） 
大株主及び持ち株比

率 

株式会社フリークアウト・ホールディングス 76.2% 

代表取締役 佐野 一機 21.8% ほか （注 1） 

（8） 
上場会社と当該会社

との間の関係 

資 本 関 係 

当社は、当該会社の甲種優先株式 1 株

（議決権なし、普通株式 3,183 株への

転換権付）を保有しております。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

(注 1) 持ち分比率は、新株予約権が全て行使され、かつ優先株式が普通株式に転換された

後の完全希釈化後ベース（総発行済株式数 4,180株）を記載しております。 

 

3. 譲渡先の概要 

（1） 名 称 jinjer株式会社 

（2） 所 在 地 東京都新宿区西新宿六丁目 11番 3号 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 CEO 冨永 健 

（4） 事 業 内 容 統合型人事システム「ジンジャー」の企画・開発・運営 

（5） 
上場会社と当該会社

との間の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ 該当ありません。 
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の 該 当 状 況 

 

 

4. 譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

 本取引の実行にあたっては、タレンティオの少数株主が保有する新株予約権の行使によ

り発行される普通株式（計 997株）を当社が買い取り、全株式を集約した上で、当社保有分

と合わせた全株式を jinjerへ譲渡いたします。なお、少数株主からの買い取りおよび jinjer

への譲渡は、いずれも本開示日以降、2026年 3月中に実施する予定です。 

(注 2) 譲渡前の所有株式数は、当社が現在保有する甲種優先株式（1株）が普通株式に転換

された場合（3,183株相当）の潜在的な普通株式数に基づき記載しております。 

(注 3) 本取引においては、本取引の実行に先立って当社が少数株主より買い取る普通株式

997株を含め、全株式を譲渡いたします。 

 

5. 日程 

 

6. 今後の見通し 

本取引により、2026 年 9 月期第 2 四半期において、連結業績上の売上高、営業利益、

EBITDA、および経常利益がそれぞれ約 6.0億円増加する見込みです。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、本取引による収益計上と並行し

て、当社が保有する他の投資有価証券の評価減に伴う減損損失（特別損失）を計上する予定

（1）異動前の所有株式 3,183株（注 2） 

（2）譲渡株式数 4,180株（注 3） 

（3）譲渡価額 総額 790百万円 

（4）異動後の所有株式数 0株 

（1）取締役会決議日（基本方針承認） 2026年 3月 17日 

（2）譲渡決定日（受任者による決定） 

株式譲渡契約締結日 

2026年 3月 19日 

（3）本取引実行日 2026年 3月 31日（予定） 
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です。これらを合算した連結業績への影響額は、約 2.9億円の増加となる見通しです。 

なお、調整後当期利益については、投資有価証券売却損益や評価損益等の一過性の損益を

除外した指標であるため、本取引に伴う予想の修正はございません。 

 

7. 業績予想の修正の内容 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株

主に帰属

する当期

純利益 

1株当た

り当期純

利益 

EBITDA 
調整後 

当期利益 

前回発表予想

(Ａ) 

百万円 

55,000 

百万円 

700 

百万円 

1,000 

百万円 

500 

円 銭 

28.77 

百万円 

2,500 

百万円 

950 

今回修正予想

(Ｂ) 
55,600 1,300 1,600 790 45.46 3,100 ― 

増減額 

(Ｂ－Ａ) 
600 600 600 290 16.69 600 ― 

増減率(％) 
1.1 85.7 60.0 58.0 58.0 24.0 ― 

(参考) 

前期実績 

(2025年 9月期) 

50,323 96 564  275 15.85 1,952 691 

 

【業績予想修正の理由に関する補足】 

今回の業績予想の修正は、主に本取引に伴う投資事業収益（売上高）の計上を反映したも

のです。プロダクト事業、クリエイタービジネス等の事業セグメントにおきましては、2026

年 9 月期第 1 四半期において当初計画を大幅に上回る進捗となり、順調に推移しておりま

すが、第 2四半期以降の業績動向を改めて精査した上で、業績予想修正の要否を検討し、公

表すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


